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夕張高校インターンシップ

６月24日（金）に夕張高校１年生川岸さんが議会事務局の仕事を体験しました。
体験した仕事は、議会の内容を記録する議事録の作成で、聞き馴れない言葉を一生懸命調べました。
また、議会だより作成では、「どうしたら読まれやすくなるか」を熊谷議員と意見交換しました。



学
校
運
営
協
議
会
の
具
体
的
取

り
組
み
と
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
や
連
携

で
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
の
か

年
二
回
地
域
住
民
と
一
緒
に
通

学
路
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
う
事
業
「
夕
張
ク

リ
ー
ン
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
と
子
ど
も
た
ち
の
家
庭

学
習
習
慣
へ
向
け
た
意
識
の
向
上
の
た
め
、

中
学
校
の
定
期
テ
ス
ト
期
間
に
合
わ
せ
た

小
中
合
同
の
「
家
庭
学
習
強
調
週
間
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

効
果
と
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
家
庭

学
習
の
習
慣
化
や
地
域
の
一
員
と
し
て
の

役
割
の
発
揮
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
保
護
者
や
地
域
の
学
校
支
援
活
動

が
活
発
に
な
っ
た
。

学
校
運
営
協
議
会
の
趣
旨
に
も

あ
る
学
校
運
営
に
必
要
な
支
援
を
把
握
す

る
た
め
に
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
意
見
を
聴

取
す
る
考
え
に
つ
い
て

小
中
学
校
で
児
童
生
徒
か
ら
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
て
、
委
員

の
中
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
校
長
、
教
頭
、
教
職
員

が
参
画
し
何
か
意
見
が
あ
れ
ば
そ
こ
か
ら

反
映
で
き
る
体
制
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

教
育
大
綱
の
基
本
理
念
等
の
確

立
に
学
校
運
営
協
議
会
は
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
か

教
育
大
綱
を
踏
ま
え
制
度
設
計

さ
れ
た
、
理
念
、
目
標
が
学
校
運
営
協
議

会
に
よ
り
学
校
と
家
庭
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
学
校
運
営
が
行
わ
れ
、
そ
の
取
り

組
み
、
効
果
を
考
え
る
と
教
育
大
綱
の
確

立
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

教
育
現
場
の
負
担
軽
減
に
つ
い

て

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
教
育
活
動
へ
の
支
援
に
よ
っ
て
小
学
校
・

中
学
校
の
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

学
校
運
営
協
議
会
の
今
後
の
展

望
に
つ
い
て今

後
も
、
目
指
す
子
ど
も
像
や

子
ど
も
た
ち
の
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
学

校
と
家
庭
、
地
域
が
信
頼
関
係
を
深
め
持

続
可
能
な
組
織
づ
く
り
や
児
童
生
徒
の
健

全
育
成
に
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

高間澄子

千葉　勝

学
校
運
営
協
議
会
で

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
意
見
を

　
　
　

聴
取
す
る
考
え
に
つ
い
て

千 

葉
千 

葉

千 

葉
千 

葉
千 

葉

教
育
長

教
育
長

市 

長

教
育
長

教
育
長

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
昨

年
か
ら
続
く
原
油
高
騰
や
ロ
シ
ア
の
侵
略

が
追
い
打
ち
を
か
け
、
円
安
の
影
響
も
加

わ
り
、
食
料
品
を
は
じ
め
多
く
の
品
目
が

値
上
が
り
し
、
生
活
者
・
事
業
者
は
大
き

な
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
当
市
に
お

い
て
の
給
食
費
の
考
え
方
や
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
活
用
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺

う
。
一
点
目
に
学
校
給
食
の
食
材
調
達
の

影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

給
食
費
は
平
成
二
十
六
年
度
以

降
据
え
置
き
と
し
て
き
た
が
、
こ
の
四
月

か
ら
値
上
げ
を
実
施
。
要
因
は
生
産
物
収

穫
の
停
滞
、
燃
料
の
高
騰
に
よ
り
食
材
へ

の
価
格
転
嫁
に
よ
り
米
や
パ
ン
、
牛
乳
の

価
格
が
著
し
く
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
、
成
長
に
必
要
な
栄
養
価
の
維
持
が

必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、
改
定
に
至
っ
た
。

ど
の
程
度
の
値
上
げ
の
改
定
を

さ
れ
た
の
か
伺
う
。

小
学
校
で
一
食
15
円
、
年
額
2
，

8
5
0
円
の
値
上
げ
。
中
学
校
で
一
食
17

円
、
年
額
3
，
2
3
0
円
の
値
上
げ
を
決

め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

食
材
費
等
増
額
分
の
支
援
は
、

保
育
所
、
認
定
子
ど
も
園
、
認
可
外
保
育

施
設
、
介
護
施
設
の
食
事
に
適
用
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
検
討
を
要
望
す
る
。

二
点
目
に
原
油
価
格
や
物
価
高
騰

に
よ
り
、
市
民
生
活
・
事
業
者
に
影
響
が

あ
る
。
対
策
と
し
て
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
が
創
設
さ
れ
た
。
市
長
は
ど
こ
に
重
点

を
お
い
て
交
付
金
の
活
用
を
考
え
る
の
か

伺
う
。

交
付
金
の
趣
旨
は
、
生
活
支
援

や
子
育
て
支
援
、
農
林
業
や
運
輸
交
通
分

野
の
中
小
企
業
等
、
支
援
に
活
用
で
き
る

も
の
。
交
付
限
度
額
を
踏
ま
え
な
が
ら
緊

急
性
、
優
先
度
の
高
い
も
の
か
ら
活
用
を

考
え
て
い
く
。遺

族
が
お
く
や
み
の
手
続
き
を

す
る
場
合
、
庁
舎
内
１
〜
３
階
を
行
き
来

し
て
の
手
続
き
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
一
つ
の
窓
口
で
手
続
き
が
完
了
す

れ
ば
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
が
る
と

考
え
る
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

各
シ
ス
テ
ム
の
一
元
管
理
、
ス

ペ
ー
ス
の
変
更
等
克
服
す
る
課
題
が
あ
る
。

課
題
解
消
が
必
要
で
あ
る
な
ら

ば
、
市
民
の
待
機
場
所
を
設
置
し
、
担
当
職

員
が
出
向
き
手
続
き
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

相
談
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き

を
行
え
る
よ
う
に
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を

市
民
課
窓
口
で
配
付
を
し
て
い
る
が
、
さ

ら
に
職
員
が
次
の
申
請
場
所
に
同
行
し
、

手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。
手
続
き
に

迷
わ
れ
て
い
る
方
へ
の
声
掛
け
等
、
で
き

る
こ
と
は
見
直
し
て
い
く
。

高 

間
高 

間
高 
間

高 

間
教
育
長

教
育
長

高 

間
高 

間
市 

長
市 

長
市 

長

第２回定例市議会一般質問

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

　
　
　
　
　
　

活
用
に
つ
い
て
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今川和哉

熊谷桂子

― 

学
校
現
場
で
は 

―

全
体
の
８
〜
10
％
を
占
め
る
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
等
に
つ
い
て
、
学
校
に
お
い
て

の
相
談
件
数
と
、
不
登
校
は
ど
の
程
度
い

る
の
か
？

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
等
の
相
談
は
現
在

の
と
こ
ろ
報
告
は
な
い
。
不
登
校
に
つ
い

て
は
、
児
童
生
徒
の
事
情
に
よ
り
一
定
程

度
い
る
。

児
童
生
徒
や
教
職
員
へ
の
啓
蒙

的
な
教
育
や
、
研
修
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
は
？

中
学
校
で
は
社
会
科
、
保
健
体

育
、
さ
ら
に
、
家
庭
科
の
教
科
書
に
「
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
考
え
る
・
話
し
合
う
」

等
の
タ
イ
ト
ル
で
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
授

業
を
通
し
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。
小

学
校
で
は
、
養
護
教
諭
が
性
の
多
様
性
に

つ
い
て
授
業
を
行
い
、
道
徳
や
特
別
活
動

に
お
い
て
も
、「
様
々
な
違
い
を
認
め
合
う
」

授
業
も
あ
る
。
教
職
員
に
つ
い
て
は
、
実

践
や
研
修
報
告
な
ど
の
デ
ー
タ
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
、
さ
ら
に
、

公
的
な
研
修
機
関
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る

知
識
や
い
じ
め
被
害
な
ど
と
の
関
連
、
児

童
生
徒
に
対
す
る
か
か
わ
り
方
な
ど
の
研
修

動
画
等
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
る
。制

服
に
つ
い
て
、
選
択
肢
は
？

中
学
校
に
お
い
て
は
男
女
と
も
、

ス
カ
ー
ト
・
ス
ラ
ッ
ク
ス
を
選
択
で
き
る
。

― 
市
民
生
活
の
場
で
は 

―

国
が
同
性
婚
を
認
め
な
い
こ
と

に
つ
い
て
、
札
幌
地
裁
で
は
違
憲
判
決
が
出

た
。
さ
ら
に
今
年
４
月
、
全
国
の
人
口
の
半

分
を
超
え
る
自
治
体
で「
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
」

が
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
」
が
導
入
さ
れ
た
。

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
は
こ
れ
ま
で

札
幌
を
は
じ
め
、
全
国
で
２
０
０
を
超
え

る
自
治
体
が
導
入
し
、
秋
に
は
東
京
、
さ

ら
に
帯
広
、
室
蘭
な
ど
で
も
導
入
の
意
向

が
表
明
さ
れ
た
。「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
」
に
す
る
た
め
に
本
市
に
お
い

て
も
導
入
す
べ
き
で
は
？

制
度
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
認

め
る
が
、
今
の
「
夕
張
市
の
市
民
ニ
ー
ズ
」

や
「
道
内
の
他
自
治
体
の
動
向
」
か
ら
、

直
ち
に
制
度
導
入
が
必
要
か
慎
重
に
考
え

て
い
き
た
い
。

※
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
〜
性
的
少
数
派

熊 

谷
熊 

谷
教
育
長

教
育
長

熊 

谷
熊 

谷
市 

長

教
育
長

投
票
者
増
を
図
る
取
り
組
み
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
、
直
近
の
選
挙
に
お

け
る
投
票
結
果
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
、

投
票
率
向
上
を
目
指
し
て
行
政
と
し
て
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
て
い
る

の
か
伺
う
。

夕
張
市
で
行
う

国
政
選
挙
・
地
方
選
挙
の
投
票
率
が
、
全

体
と
し
て
低
下
傾
向
に
あ
る
と
は
言
い
難

く
、
立
候
補
者
の
数
な
ど
、
有
権
者
の
注

目
度
に
よ
っ
て
も
選
挙
ご
と
に
投
票
率
は

変
わ
る
の
で
、
一
度
、
二
度
の
選
挙
結
果

で
拙
速
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

考
え
る
。
投
票
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
、
各
種
施
設
内
で
の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
や
、
広
報
車
で
の
街
頭
宣
伝
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
配
布
な
ど
選
挙
管
理
委
員
会
が
一
般

的
に
実
施
し
て
い
る
広
報
活
動
の
ほ
か
、

選
挙
権
が
18
歳
以
上
と
な
る
法
改
正
が
な

さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
若
年
層
に
対
す

る
投
票
率
向
上
対
策
と
し
て
、
選
挙
制
度

を
平
易
に
解
説
し
た
小
冊
子
を
作
成
し
、

毎
年
度
、
夕
張
高
校
生
に
配
布
を
行
っ
て

い
る
。

選
挙
公
報
の
導
入
に
つ
い
て
、

現
在
夕
張
市
長
選
挙
・
夕
張
市
議
会
議
員

選
挙
に
つ
い
て
は
、
選
挙
公
報
を
発
行
し

て
い
な
い
。
来
年
に
は
、
市
長
・
市
議
会
議

員
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
選
挙
管
理

委
員
会
が
発
行
す
る
選
挙
公
報
の
よ
う
な

文
書
に
よ
る
各
候
補
者
の
訴
え
を
有
権
者

が
比
較
し
、
投
票
判
断
を
す
る
こ
と
が
重

要
で
は
な
い
か
。

当
市
は
平
成
19

年
４
月
に
実
施
し
た
市
長
・
市
議
会
議
員
選

挙
よ
り
、
選
挙
公
報
の
発
行
を
行
っ
て
い
な

い
、
同
年
よ
り
本
市
が
全
国
唯
一
の
財
政
再

建
団
体
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
財
政
再
建

の
た
め
削
減
可
能
な
経
費
を
全
て
カ
ッ
ト
し

た
こ
と
が
主
要
因
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
は
全
て
兼
務
発
令
と
し
て
、
職
員
は
非

常
に
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
二
つ
の
職

場
の
業
務
を
行
い
、
選
挙
に
お
け
る
事
務
に

つ
い
て
は
立
候
補
受
付
か
ら
開
票
ま
で
の
作

業
に
注
力
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
要
因

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

他
自
治
体
で
は
、
新
聞
折
込
、

町
内
会
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
配
布
、
郵
送
や
公
共
施
設
へ
設
置
、
と

い
っ
た
手
段
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
当

市
で
も
選
挙
公
報
の
新
聞
折
込
、
公
共
施

設
・
郵
便
局
等
の
設
置
に
加
え
て
事
前
の

広
報
誌
に
よ
る
郵
送
先
の
登
録
と
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
デ
ー
タ
掲
載
等
の
方
法
は

可
能
と
考
え
、
費
用
の
算
出
含
め
検
討
を

求
め
る
。

今 

川
今 

川
選
挙
管
理
委
員
長

選
挙
管
理
委
員
長

今 

川

「
市
長
・
議
員
選
挙
で
の

　
　

  

選
挙
公
報
発
行
を
求
め
る
」

投
票
者
増
加
・
選
挙
啓
発
の
促
進
に
つ
い
て

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
方
た
ち
も

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」に

　
　
　
　
　
　
　
　

す
る
た
め
に
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電子黒板やタブレットを使用した
夕張高校公開授業を見学

濵村校長・尾崎教頭と
高校魅力化や地域活性化
について意見交換

夕張市議会だより編集委員会
 

　

夕
張
高
校
一
年
生
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
授
業

の
一
環
と
し
て
「
夕
張
を

知
る
」
と
言
う
テ
ー
マ
に

基
づ
き
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
市

長
よ
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６月２３日（木）２校時、はじめて夕張高校の授
業を見学して、電子黒板やタブレットを使用し
た授業に驚いたと同時に少人数進学コースの
きめ細やかな指導、パソコンを活用した総合の
「地元特産品を作る実践授業」に感激しました。
私達が学んだあの時代とは授業風景がすっ
かり変わっていましたが、学ぶ意欲に満ちた生
徒たちの目の輝きは昔と変わりません。懐かし
い気持ちになりました。

授業見学後には、濵村校長・尾崎教頭と高校魅力化について、地域と高校との連携に
よる地域活性化や、進路先として地元企業とどのようにマッチングさせるかなどを意見
交換し、高校魅力化について改めて考えさせられる有意義な時間になりました。
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